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0，0.1または 0.3cm3 m-3の 3処理区を設けた．測定時期
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含量は曝露 1 日後以降に O3曝露により増加した．第 3








植物での研究と同様に，水稲でも JAと SAが O3阻害を
抑制する方向に，エチレンが促進する方向に働く因子で
あると結論付けた．しかしながら，SA の役割はモデル
植物と比較すると小さかった．したがって，植物により
これらの応答の程度が異なることに注意すべきである．
また，これらの植物ホルモン含量は高 CO2によりわずか
に影響を受けるので，将来の高 CO2環境下では，これら
の植物ホルモンの役割や相互作用は変化するかも知れな
い． 
第 6章では，すべての研究結果をまとめ，水稲におけ
る O3阻害および応答のメカニズムを図式化し，環境変動
への対応策と今後の課題について考察した．今後，O3濃
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度が増加した場合の対処法としては，育種と栽培面から
の取り組みが考えられる．育種の面では，O3ストレスに
対して防御的な働きを有する抗酸化物質，JAおよび SA
などを過剰に生産する品種や変異体の育成が効果的であ
ろう．また，栽培の面からは，O3ストレスが生じる前に，
防御物質を外生投与することで効果が得られると期待で
きる．しかしながら，非ストレス条件下での JA の発現
は，JA が光合成抑制や老化促進を引き起こすことから，
恒常的に発現量の多い品種や，時機を逸した外生投与は
減収を招く恐れがある．それゆえ，著者は植物ホルモン
ではなく，シグナル伝達で最終的に合成される抗酸化物
質などの直接的な防御物質が最も効果的に利用できると
考えている．経済的な側面からも，植物ホルモンより安
価である．一方で，実際の農業の現場では，光合成や可
視被害の改善のみならず，品質も維持されなければなら
ない．このような側面は，モデル植物を対象とした生理
的なメカニズムの解明を目指した研究では注目されない
が，安定した食糧生産を目指すためには，収量，品質の
ことも考慮する必要がある．加えて，水田においては，
光化学オキシダントの発生に加えて，バックグラウンド
レベルでの O3 濃度の上昇も起こる可能性があることか
ら，慢性 O3曝露や急性と慢性 O3を組み合わせた際の影
響も評価し，如何なる環境変動にも対応できる技術の確
立が求められる． 
